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パソコンで

楽しく学ぶ

県北中学校に．このほどネッ

トワークシステムの21台のパソ

コンが導入され，生徒の皆さん

は楽しく授業に臨んでいます，



2
0
2
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

～

平
成
七
年
国
見
町

成
人
式
～

成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
．
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
．
平
成

七
年
国
見
町
成
人
式
か
行
わ
れ
．
二

百
二
名
が
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
『

成
从
式
屶
日
は
、
厳
寒
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
色
あ
で
や
か
な
晴
れ
粉
姿

や
頁
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
成
人
腎
か

次

ヤ
に
成

人
式
会

場

を
訪

れ

る
と
、

受
付

か
行

わ
れ

る

ロ

ビ
ー
川

辺
は
、

革
や

い
だ
雰
囲

気

に
包
ま

れ
ま

し

た
．

成

人
式

は
ホ

ー
ル
で

鰕
か

に
行

わ

れ
、

出
席
者

令
‥‥（
で
君

か
代

を
斉
唱

し
た

後
．
冨

永
武

夫
町

長

が
、

一
心

身

と

も
に
健

や
か

に
成

長
し

て
、
立

派
な

成
人

に
な
ら

れ
ま

し

た
こ
と

を

心
か

ら
お
祝

い
申

し
あ

げ
ま
す

‘

と

式
辞

を
述

べ
ま
し

た

．

地
．Ｋ

ご
と
に
新

成
人

の
名

前
が
呼

び
あ

げ
ら

れ
、
成
人

証
さ

か
冨

永
町

長
か

ら
小
坂

・
藤

田
・

螽
江

野
・
人

木
．卩
・
人

枝
地
区

の
代

失

に
Ｆ

渡

さ

れ
た
の
に
続
き
、
成
人
者
代
表
の
大

内
頁
由
さ
ん
に
記
念
品
が
噌
呈
さ
れ

ま
し
た
．

毟
賓
の
仲
野
川
一
町
議
会
議
長
と

叺
海
林
£
子
町
選
卒
膏
理
委
員
会
委

ほ
長
か
睨
辞
を
述
べ
、
寶
囘
美
奈
子

さ
ん
か
新
成
人
を
代
表
し
て
、
「
私

た
ち
は
今
日
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

新
た
な
萼
と
月
標
を
持
ち
力
強
く
生

き
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」
と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
．

式
場
に
お
い
て
記
念
撮
影
を
済
ま

せ
た
成
人
抒
は
、
大
研
修
室
に
お
い

て
行
わ
れ
た
記
念

パ
ー
テ

ぞ
１
に
出

席
．
や
や
緊
張
気
味
だ
Ｊ
た
も
の
の

ジ
ュ
ー
ス
で
乾
勝
し
た
後
は
打
ち
解

け
、
扣
や
か
に
お
互
い
の
成
人
を
猊

い
合
っ
て
い
ま
し
た
．

式
後
む
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た

友
達
と
写
真
を
槻
り
合
う
な
ど
、
成

人
式
ら
し
い
光
坎
が
見
ら
れ
ま
し
た
．

厳かに傘行された平成７年国見町成人式

斷成人を代 表して答辞 を述べる竇槻さ ん

記念パーテ ィーで昼食をほおばる新成人の甘 さん

成
人
式
に
先
立
ち

彫
塑
を
除
幕

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を

記
念
し
て
町
内
の
企
業
な
ど
か
ら
寄

噌
さ
れ
た
円
点
の
彫
剛
か
こ
の
ほ
ど

出
来
上
が
り
、
除
斜
式
か
一
川
十
五

日
、
成
廴
式
に
先
立
ち
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
多
日
的
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
は
、
冨
永
武
夫
町
長
、
仲

野
川
一
町
離
会
議
。長
、
制
作
者
、
寄

附
者
ら
に
成
人
者
の
各
地
区
の
代
表

卜
名
か
加
わ

二

冰
汀
わ
れ
、
冨
永
町

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
仲
野

町
議
会
議
長
と
本
川
利
雄
・設
計
事
務

所
長
か
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
出
席
者

に
よ
り
次
々
と

彫
塑
の
除
応
か
行
わ
れ
る
と
、
感
喚

の
声
と
拍
手
か
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

彫
塑
は
、
日
本
彫
塑
会
会
貝
で
福

鳥
女
子
短
期
大
学
講
師
の
神
野
忠
和

さ
ん
か
制
作
し
た
「
お
と
め
」
「
風

允
る
」

－
あ
か
と
き
に
の
二
点
と
。

自
由
火
附
協
会
会
八
で
福
島
大
学
教

授
の
白
沢
菊
人
き
λ
か
制
作
し
た
「
ゆ

め
」
と
の
合
わ
せ
て
円
点
で
す
。

い
ず
れ
も
、
川
内
を
代
表
す
る
二

人
の
作
家
に
よ
・
て
制
作
さ
れ
た
力
・

作
と
あ

。
て
、
見
事
な
出
来
栄
え
。

そ
れ
ぞ
れ
の
設
雌
嶋
所
に
と
け
込
み

沚
観
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。



彫 塑 紹 介　（敬称略）

「
ゆ

め
」

雰
、珊
者
　

㈲
睦
商
会

制
作
者
　

白
沢

菊
夫

設
君

場
所

セ
ン

タ
ー

樮
一
陪
階
段

登
り
ロ
コ

ー
ナ
ー

（

図
書
室
脇
）

「
お
と
め
」

冨
贈
者
　

国
見
電
子

㈲

制
作
者
　

神
野
忠

和

般
闔
場
所

セ
ン
タ
ー
検
一
階
階
段

登

り
ロ
コ

ー
ナ
ー

（
歴

史
資
料
室

脇
）

「
風

光

る

」

寄

鰭

者
　

福

島

侶

用

金

厚

制

作

老
　

神

野

忠

和

設

贋

場

所

正

面

玄

関

も

手

‐一

庭

園

の

中

一一

『
あ
か
と
き
』

寄
贈
者
　
　

Ｊ
Ａ

Ｉ
見
町

台
座
寄
悪
者

八
巻
石
材
工
業
㈲

閤
作
者
　
　

神
野
忠
和

設
茴
場
所
　

ホ
ー
ル
楝
公
園
惻

（
庭
圃
の
中

）

第
1
3回
統
一
地
方
選
挙

四
月
に
県
議
選
・
町

議
選

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及

び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
波
律
（
随
時
特
例
法
）
及
び

同
法
施
行
令
が
、
昨
年
十
一
月
十
八

日
に
公
布
さ
れ
、
今
年
三
月
よ
り
五

月
ま
で
に
任
期
の
満
了
か
予
定
さ
れ

て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

都
道
府
県
議
会
議
員
及
び
長
に
あ

り

て
は
円
刀
九
日
、
市
町
村
の
蹶
会
謎

貝
及
び
艮
に
あ
っ
て
は
四
月
二
十
三

日
に
選
挙
期
日
か
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
全
図
の

地
方
公
共
団
体
の
謎
会
の
譏
員
及
び

畏
の
多
く
か
、
三
月
か
ら
五
月
に
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
住
民
の
選
挙

意
識
の
商
楊
や
選
挙
事
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
統
一
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
福
島
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
及
び
岡
見
町
議
会
謎

員
一
般
選
挙
か
実
施
さ
れ
ま
す
。

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

３
月
3
1日
（
金
）
　
告
示

４
月
９
日
（
日
）
　
投
票

◇
投
票
で
き
る
人

●
昭
和
五
十
年
四
月
十
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
投
票
日
現
在
二
十
歳

以
上
）

・

平
成
六
年
十
二
月
三
卜
卩
以
前
か

ら
引
き
続
い
て
国
見
町
民
で
あ
る

人
。
た
だ
し
。
十
二
月
九
日
以
降

県
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た

人
で
も
。
転
出
先
の
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
に
竪
録
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
当
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

◇
議
員
定
数

伊
達
郡
選
出
　
四
名

国
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
1
8日
（
火
）
　
告
示

４
月
2
3日
（
日
）
　
投
票

◇
投
裏
で
き
る
人

・
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
四
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
（
投
票
日
現
在
二

十
歳
以
上
）

・
平
成
七
年
一
月
卜
七
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
国
兄
町
民
で
あ
る
人

◇
議
員
定
敗

二
十
名

有

権
者

数

（
平
成

六
年

九
月

一
日
現

在
）

９

、
１
６

５
人

男
　

４
、
４

０

８
人

女
　

４
、
７

５
７

人

国
見
町
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者
に

対
す
る
観
明
会

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

国
見
町
議
会
議
貫
に
立
侯
補
を
予
定

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
代
理
の

方
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
立
候
補

の
届
出
、
選
挙
公
営
制
度
、
不
在
者

投
票
制
度
、
選
挙
運
動
の
概
要
等
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
、

立
候
補
予
定
者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
畤

平
成
７
年
３
月
2
2卩
（
水
）

午
後
１
時
3
0分

◇
場
　
所

国
見
町
役
場
委
貫
会
室
（
三
階
）

統
一
地
方
選
に
係
る
後
援

団
体
に
関
す
る
寄
附
等
の

禁
止
及
び
政

治
活
動
用
ポ

ス
タ
ー
の

掲
示
の
禁
止
に

つ
い
て

臨
時
特
例
法
及
び
同
法
施
行
令
の

公
布
に
よ
り
、
統
一
地
方
選
挙
に
あ

っ
て
は
、
公
職
選
挙
法
第
一
九
九
条

の
五
（
後
援
団
体
に
関
す
る
寄
附
等

の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
期
日
前
九
十
日
に
あ
た
る
日
か
ら

肖
該
選
挙
の
期
日
ま
で
の
間
は
、
後

援
団
体
に
関
す
る
寄
附
等
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。

こ
の
九
十
日
に
あ
た
る
口
と
は
。

福
島
県
議
会
議
員
選
挙
に
あ
っ
て
は

平
成
七
年
一
月
九
日
。
国
見
町
蹴
会

議
員
選
挙
に
あ
っ
て
は
一
月
二
十
三

日
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
日
か
ら
選

挙
の
期
日
ま
で
の
間
、
後
援
団
体
に

関
す
る
寄
附
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
ま

す
。ま

た
公
職
選
挙
法
第
一
四
三
条
第

一
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
活
動

用
ポ
ス
タ
ー
は
、
任
期
満
了
の
日
の

六
ヵ
月
前
か
ら
選
挙
の
期
日
ま
で
の

問
、
当
該
選
挙
区
内
に
掲
示
す
る
こ

と
か
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。



阪
神
大
震
災

1/31

現在 被
災
者
へ
愛
の
手
を

義
援
金
二
百
二
十
九
万
円
集
ま
る

一
月
十
七
日
未

明
に
発

生
し
た
地
震
は
、
史
上
初
め
て
震
度
七

（
激
震
）
を
紀
録
し
、
戦
後
最
悪
の
自
然
災
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

「
阪
神
大
震
災
」（
兵
庫
県
南
部
地
震
）
に
よ
り
、
霞
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
分
断
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
人
が
五
千

三
百
人
を
超
え
、
家
屋
損
壊
も
十
万
楝
を
数
え
る
な
ど
の
目
を
覆
う

ば
か
り
の
惨
状
と
焦
土
と
化
し
た
阪
神
地
区
の
市
街
地
の
様
子
が
、

連
日
テ
レ
ビ
等
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

回
覧
や
広
報
を
通
じ
義
援
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
『
一
日
も
早
い
復
旧
を
…
…
』
『
少
し
で

も

お
役
に
立
て
れ
ば
…
…
』
と
、
温
か
い
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の

金
額
は
、
一
月
三
十
一
日
現
在
、
二
百
二
十
九
万
三
千
五
百
三
十
五

円
に
な
り
ま
し
た
。

町
（
日
本
赤
十
字
社
国
見
町
分
区
）
で
は
、
早
速
、
日
赤
県
支
部

等
を
通
じ
被
災
者
の
方
々
に
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

■

日

本

赤

十
字

社

国

見
町

分

区

へ

義
援

金

を
お

寄

せ

い

た

だ

い

た

方

々

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▽
藤

川
・婦

人
会

―
丘
卜

万
円

▽
公

立
藤

川
総
（
卜
病
院

白
藤
会

―
二

十

万
円

▽
国

見
町
職
μ

等

（
特
別

職

・
一
般

職
等

）

―
二

十
万

円

▽
国

見
町

議
会
議

は
会
＝

こ
Ｉ

万
円

▽
町
Ｌ

木

迎
設
業

協
会
＝

ｊ

六
万
川

▽
森

汪
野
小

学
校

Ｆ
ｊ

コ
万

べ
千

耘

酉
円

▽
国
兇
ラ
イ
オ
ン
．ス
ク
ラ

プ
ー
ト
万
円

▽
国

見
ニ

ュ
ー
モ
ラ

ル

ク
ラ

ブ
＝
・・（

り
二
Ｆ

円

▽
民
生
ｌ

に
協

議
会

丿
六
万

円

▽
国
見

町
灯
油

部
会
１

五

万
円

▽
武

川
肖
腸
科

内
科

医
院
工

五
万

円

▽
国
兇

町
瞥
Ｅ

事
組
（
口ｐ

五
万
円

▽
泉
田

中
町
内

会
Ｌ

四

力
六

千
円

▽
第
四

町
内
会

―
四

万
三
千

円

▽
国
見

町
農
業

委
貝
会
４

四
万
円

▽
公
立

藤
田

総
合
病

院
有
志

１
二

万

八
Ｆ

円

▽
熊

………
一
川刀
！

三
万

円

▽
羽
眼

善
兵

術
―
三

万
円

▽
μ

川
老
人

ク
ラ

ブ
婦
人
部
ａ

三

万

円
▽
消
防

団
第
【

分
団
１

ご
．万

円

▽

保
健
委

員
・
・母
子

保
継
推

進
貫

（
中
村

粮
占

、
高
橘

芳
劣

、
奥

山

瓦

津
子

、
阿
部

照
子

、
瀬

戸
喜
代

子

）
＝

．‥
．万
円

▽

野
付

塗
装

店
Ｌ
Ｉ
三
万
円

▽
国
ｕ
、町

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル
協
会

り

．こ

万
円

▽
梁
川
犀
＝
二
万
じ
不
九
百

．
円

▽
あ
っ
か
し
俳
句
会
一

二
万
円

▽
Ｌ
野
町
内
会
一

二
万
川

▽
石
原
商
店
－
一
．
万
円

▽
．一
．の
輪
フ
ョ
ー
二
万
円

▽
商
工
会
婦
人
部
ａ

一
万
四
千
酉
＋

五
円

▽
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
ｎ

ｌ

一
万
千
円

◇
．
万
円
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々

▽
仲
田
建
設
　
　

▽
阿
郎
爪
阿

▽
川
見
建
業
　
　

▽
深
沢
富
吉

▽
菊
地
重
喜
　
　

▽
斎
藤
政
勝

▽
遠
藤
政
六
　
　

▽
鈴
木
腸
山
］

▽
中
山
　
隆
　
　

▽
佐
久
間
岩
占

▽
羽
賀
修
一
　
　

▽
吾
妻
宗

．

▽
膏
井
憲
三
　
　

▽
松
浦
金
蔵

▽
占
川
勝
美
　
　

▽
後
藤
忠
蔵

▽
奥
山
広
一
　
　

▽
菊
地
洋
一

▽
三
木
小
夜
子
　
▽
斎
藤
博
三

▽
鴨
田
武
文
　
　

▽
野
村
伍
平

▽
人
岩
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

▽
く
す
り
の
商
野
＝
九
千
九
卜
円

▽
人
庭
チ
ョ
ノ
ー
Ｌ
千
じ
百
七
十
円

▽
宮
本
　
言
―
五
千
六
百
一
．
十
七
円

◇
五
千
円
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々

▽
む
つ
み
会
　
　

▽
浅
野
康
弘

▽
浅
野
ミ
サ
ヲ
　
▽
内
村
忠
太
郎

▽
佐
藤
利
雄
　
　

▽
八
鳥
高
明

▽
紺
野
モ
ト
　
　

▽
佐
藤
長
古

▽
野
村
裕
一
　
　

▽
安
藤
正
乖

▽
村
上
笂
紀
子
　
▽
関
本
　
束

▽
佐
藤
．．．男
　
　

▽
阿
部
丈
夫

（
次
貞
に
続
く
）

森江野小学校の皆さん

国見ニ ューモラルクラブの曾さん

雍田中町内 会の皆さん

国見 ライオンズクラブの皆さん



▽
ｉ
ｒ

Ｆ

代
　
　

▽
永

野

修
ｆ

▽

阿
郎
１

な
ｆ
　

▽

野
村
ト

モ

∇

阿
部
寿
Ⅲｗ
　
　

▽

国
分
次

雄

▽
横

山
巾

郎
　
　

▽

富
野
寿

雌

▽

山
田

美
津
江
　

▽
本

多

コ
ト

に
八

人
の
力

か
随
名

で
二

万
円

と
九

不
．自
ハ

ト

．．．円

を
お
寄

せ

く
だ

さ

い
ま
し

た
．

◇
そ

の
他

義
援
金

を

お
寄
せ

い
た
だ

い

た
方
々

▽
蓬

田
キ

ヨ
　
　

▽
大

津
義

隆

∇
和
恥

町
久

火
　

▽
宍

戸

．．．
郎

▽
宍

戸
友

ず
　
　

▽
安

藤
典

夫

▽
後
藤

ミ
キ
　
　

▽
武

田
（

ツ
イ

▽
阿

郎
サ

タ
子
　

▽
紫

田
京

子

▽
公

立
腰

倒
病
院

薬
川

仔
志

▽
佐

藤
茂
雄
　
　

▽

小
池

幸
助

▽

石
丿
嵐
夊

彦
　

▽

大
森
　

茂

▽
人

森
心
‥
久
广
　

▽

商
野

文
子

▽
八
巻

敏
１
　
　

▽

草

野
敬
子

▽
菊
地

智
了
　
　

▽
直

辺
珠
里

▽
志

Ⅲ
広
孝
　
　

▽
大

野
亟

好

▽
佐
藤

よ
．一
．郎
　

▽
佐
藤

富
子

▽
鈴

木
孝
雄
　
　

▽
鈴
木

一
子

▽
芳
賀

．一
．千

孑
　

▽
武

田
正
俊

▽
武

田
ひ
さ

子
　

▽
鈴
木
　

涼

▽
安
孫

了

望
　

▽
安
係

子
　

恵

▽
女

保
Ｆ

敬

子
　

▽
平

野

輿

▽
商
橋

ヒ
サ

子
　

▽
亀
岡

キ
ミ

子

▽
占

田
ウ

メ
　
　

▽
佐
藤

キ

ク
ヨ

▽
八

鳥
マ

ツ
ヨ
　

▽
秦
　

ｔ
7
.

▽
牧

野
光
子
　
　

▽
佐

久
間
英

子

▽
市

川
多
門
　
　

▽
三

品
哀
鴫

▽
菊

地
憲

じ
　
　

▽
奥

山
辰

子

▽
佐

藤
和
歌

子
　

▽

野
村
フ

ミ

▽

安
藤
玉

坏
　
　

▽
菅

野
正

也

▽
国

分
秀

子
　
　

▽

野
村
　

茂

▽
国
井

千
代

子
　

▽
石
川

キ
ン

▽
岡
田
ヂ
ン
　
　

▽
松
田
ウ
メ

▽
斎
藤
義
博
　
　

▽
・岡
崎
武
治

▽
国
分
ヨ
リ
子
　
▽
八
巻
き
み
子

▽
閏
本
喜
子
　
　

▽
商
野
キ
ミ
子

▽
唐
見
キ
イ
　
　

▽
加
藤
拙
生

▽
高
野
（

ル
子
　
▽
佐
藤
治
男

▽
松
浦
繁
雄
　
　

▽
竹
内
亜
惟

▽
佐
藤
千
里
　
　

▽
奥
山
夏
美

▽
甘
野
　
進
　

▽
菊
地
二
郎

▽
古
川
哽
一
郎
　
▽
大
石
富
三

▽
佐
久
間
勝
博
　
▽
岡
田
フ
サ
ノ

▽
大
沼
タ
メ
　
　

▽
佐
藤
千
代

▽
佐
藤
良
次
　
　

▽
今
野
と
し
の

▽
玉
木
洋
ｆ
　
　

▽
後
腰
キ
ヨ

▽
村
上
恒
夫
　
　

▽
菊
地
良
七

▽
松
浦
成
雉

Ｏ
こ
の
妲
五
名
の
方
か
暖
名
で
義
援

金
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

お

こ

と

わ

り

今
回

は

、

。
口
り
受
付

分
の

み

を
楊
載

い
た
し
ま

し
た

。

二
月

以
降

の
分

に
つ

き
ま

し

て
は

、
次
号

で
扮
祓

い
た
し

ま

す
。

第４町内 会（石川 さん）町土木建設 婁協会の皆さん藤田婦人会の皆さん

痢防団 第１分団 の皆さん国見町灯油肪会の 皆さん

災
害
義
援
金
に
係
る
寄
附
金
控
除

‐‐
月
十

七
ｎ
‥
発
生

の
阪
陣

大
震

災

に
よ

る
被

災
者

に
対

し
て

、
多
く

の

方

々
か

ら
義
援

金
か
寄

せ

ら
れ
て

い

ま
す

か
、

佃
人

か
日
本

赤

卜
字
杜

ま

た
は
こ
れ
に
協
力
す

る
矼

金
団
体

（
新

聞

・
放

送
等
の

報
道
機

関

、
慈

善
事

業
団

体
ま

た
は
商

工

団
体

等
）

に
対

し
て

き

ょ
出

（
寄
託

）
し

た
義
援

金

に
っ

い
て
は
。
地
方
団
体
に
対
す
る

寄
附
金
と
し
て
、
十
万
円
を
超
え
る

額
に
つ
い
て
。
平
成
八
年
度
の
佃
人

仕
民
脱
（
個
人
県
民
脱
・
個
人
町
民

税
）
の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
か

で
き
ま
す
。

分
金
団
体
等
が
発
行
し
た
領
収
証

耆
等
で
、
阪
神
大
震
災
に
伴
う
義
援

金
で
あ
る
こ
と
か
明
ら
か
な
も
の
を

保
律
し
て
お
く
よ
う
に
し
て
く

だ
さ

詳
し

い
こ
と
は
、
柵
島
県
県
北
地

方
振
興
局
県
脱
鮖
（
雲
9
1
一－
7
6
3
2

～
7
6
3
9

）
ま
た
は
国
見
町
役

場
脱
務
諜
（
韲
8
5－
2
1
1
1

）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
、
法
人
税
の
寄
附

金
控
除
に
つ
い
て
は
、
福
鳥
税
務
署

（
1
3
3－
4
8
1
1

）
に
ご
照
会
く

だ
さ
い
。



平
成
六
年
中
の
人
口
増
は
7
3人

過

去
1
0
年
間

で

最

多

に

岡
見
町
の
平
成
六
年
中
の
転
人
者

は
、
過
去
十
年
間
で
最
多
の
三
百
四

十
五
人
と
な
り
、
転
入
者
は
、
過
去

十
年
間
で
最
少
の
二
百
五
十
九
人
と

な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
社
会
動
態
で
は
、
八
十
六

人
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ぼ
然
動
態
で
は
。
出
生
者
数
が
死

亡
者
数
を
十
三
人
下
回
っ
た
も
の
の
、

人
口
動
態
全
体
で
は
七
十
三
人
が
増

加
し
、
平
成
六
年
末
に
お
け
る
国
見

町
の
人
口
は
、
一
万
千
九
百
二
十
五

人
と
な
り
ま
し
た
。

人 口 動 態 の 推 移 ( 瞋位： 人)

区 分
‾? ＼

自　　然　 動　 態 社　 会　 動　 態 全 体

出　 生 死　 亡 増　減 転　 人 転　 出 増　減 増減駁

昭.60 IZ8 98 30 280 294 △14 13

61 115 99 16 262 312 △50 △34

62 104 108 △　 ４ 288 270 18 14

63 114 100 14 284 273 11 25

平 ．元 96 114 △　18 225 289 △64 △82

２ 99 96 ３ 253 309 △56 △53

３ 85 ln △26 290 288 ２ △24

４ 88 93 △　 ５ 332 277 55 50

５ 97 121 △24 282 340 △58 △　8Z

６ 90 103 △　13 345 259 86 73

伊
達
内
部
土
地
改
良
区

総
代
決
ま
る

平
成
七
年
二
月
六
日
執
行
の
伊
達

西
部
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
第
一

選
挙
区
（
岡
見
町
選
準
区
）
に
お
い

て
、
一
月
三
十
、
三
十
一
日
の
両
日

立
候
補
届
出
受
付
を
行
っ
た
結
果
、

届
出
の
あ
り
た
候
補
者
の
数
が
、
選

挙
す
べ
き
総
代
の
定
数
と
同
数
と
な

り
、
立
候
補
者
全
員
が
無
投
票
当
選

と
な
り
ま
し
た
．

総
代
の
皆
さ
ん
の
任
期
は
．
平
成

七
年
二
月
十
卩
か
ら
四
年
間
で
す
．

－
当
選
さ
れ
た
2
1
名
の
皆
さ
ん

（

届

出

順

・

敬

称

略

）

ｏ

寺

鳥
Ｍ
一
古

（

森

山
字

西

元

木

苔

（
）
宍

戸

文

平

（

森

山

字

冐

前
1
5
）

（
）
鈴

木

林

之

助

（

川
内

字

沖
2
1
）

ｏ

引

地

孝

１

江

字

団

扇

諮

ｏ

佐

雌

弥

士

一

（

西

大

技

字

川

町
1
3
）

ｏ

斎

藤

利

男

ｉ

田

字

滝

川

二

、

２９

）

ｏ

佐

々

木

義

藏

（

石

ほ

Ⅲ

字

樋

口
６

）

ｏ

斎

藤

集

よ

石

母

田

字

割

Ⅲ

３

の

１
）

ｏ

武

田

正

大

｛

森

山
宇

ｔ

鶉

町
3
1
｝

ｏ

佐

久

間

春

雄

（

森

山

字

薬

師

朿

旧

）

ｏ

薊

地

爪

官

｛

細

野

口

字

金

納
3
7
｝

ｏ

蓬

川
亀

則

（

徳

江
字

前

原

釦

）

（
）
佐

郎

岑

生

｛

西

大

技

字

根

岸

召

（
）
佐

雌

’
″

一

｛

石

母

Ⅲ

字

陶

見

山

下

４

の

３

｝

ｏ

松

浦

智
ａ

（
大

木

戸

字

的

２８

）

ｏ

谷

津

幸

男

夭

木

戸

字

熊

久
根

芒

ｏ

遠

魯
鍵

正

（
光

川

か

字

志

久

怒

Ｏ

後

藤
正

男

（

傳

江
字

観

郷

４

）

Ｏ
佐

久
川

宵
司

｛

藤

田

乍

南

沖

二
、

１

の

口

｝

Ｏ
志

村

膝

栄

（

高

城
字

前
1
9ｙ

（

）
志

村

謙

三
｛

高

敏
字

前

４

｝

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

一
月
二
十
日
、
Ｊ
Ａ
大
技
支
所
加
、

仙
台
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
国
見
工
場
前
、

沢
屋
酒
店
前
、
清
水
製
作
所
前
で
献

血
活
動
を
行
い
、
八
十
一
名
の
皆
さ

ん
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
献
血
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

｛
順
不
同
・
敬
称
略
｝

○
印
は
成
分
献
血
協
力
者

で
す

○
印
は
四
〇
〇

㎡
協
力
者

《
一
般
》

○
非
砂
　
由
男
一
〇
後
藤
せ
き
子

Ｏ
八
島
　

仁
一
〇
村
上
　

信
夫

佐
藤

和
夫
一
Ｏ
斎
藤
　
松
男

○
斎
藤

規
雄
一
〇
鑓
水
　
正
春

○
佐
藤
ひ
ろ
み

Ｉ
　
柵
永
　

増
恵

○
阿
曽

信
一
一
　
馬
場

理
恵

谷
沖

陽
子

ぶ

斎
藤

淳
一

〇
斎
藤
可
歐
子
一
　
佐
藤

邦
7
.

斎
藤

舞
子
一
　
相
馬

澄
7‐

八
巻

幸
子
一
　
大
塚

信
子

八
島

和
子
一
〇
曳
地
　
正
勝

○
青
木

芳
雄
一

《
朽
木
繊
維
》

○
朽
木

好
秋

《
東
京
エ
ン
ゼ
ル
㈱
国
見
工
場
》

後
藤
カ
ッ
子
一
　
菊
地
　
光
子

神
林
　
里
美
一
　
大
関

正
子

《
Ｊ
Ａ
福
鳥
国
見
町
）

熊
坂
　
チ
エ

ー
　
佐
藤
　
俊
子

○
佐
藤

利
夫
一
　
松
浦
新
一
郎

《
仙
台
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
㈱
国
見
工
場
》

渡
郎
テ
ル
子
一
　
大
内

幸
子

樋
口
（

ル
子
一
　
松
浦
　
（

ル

ハ
巻
モ
ト
子
一
　
村
木
　
公
子

近
江
タ
マ
ノ

ー

《
清
水
製
作
所
》

Ｏ
斎
藤
　

勉
一
〇
瀬
野

次
男

佐
藤
　
信
芳
一
〇
斎
　

栄
子

秦
　

善
五
一
〇
武
田

武
彦

〇
渡
辺
　
一
仁
一
〇
萩
原
　

宏

佐
藤

幸
治
一
　
徳
江
紀
江
子

〇
阿
川
　
正
明
一
〇
後
藤
　
徳
良

曳
地
す
み
え
一
　
八
島
　
征
雄

〇
松
浦

金
蔵
一
　
武
田

光
男

《
国
見
町
商
工
会
）

（
）
鈴
木
　
俊
博
一
　
穐
月
　
駁
也

古
田
と
き
子
一
〇
佐
久
間
ッ
ヤ
子

佐
久
間
正
男
一
　
佐
藤

洋
子

Ｏ
玉
手

眞
司
一
　
藤
田

哲
也

宍
戸

孝
三
一
　
玉
手

富
子

《
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
》

高
橋

直
子
一
〇
松
浦

郁
子

《
国
見
町
役
場
》

大
波
　

健
一
　
渡
辺
和
己

蓬
田

恭
子
一
　
柴
田

京
子

武
田

友
江
一
　
羽
根

洋
一

古
田

義
勝
一
○
菅
原

文
子

斎
藤
　
雅
敬
一
　
村
上

典
子

渋
谷

和
洋
一
　
佐
藤

和
夫

後
藤

浩
子
一



女
性

の
役

割

大
切

～
『
農
業
と
生
活
を
考
え
る
集
い
』
～

伊
達

地
方

『
農
業

と
生

活
を

考
え

る
妲

い
』
か

、
二
川

。
日

、
観

月
台

文

化

セ
ン

タ
ー

ホ
ー
ル

に
お

い
て
開

俳

さ

れ
、
会

場
を

訪
れ

た
生
活

改
良

推
進
員

な

ど
百

ご
。十
名
は

、

農
業

に

お
け

る
女
性

の
役

割
を

学
び
ま

し

た
。

集

い
で
は

。
卜
催
抒

の
川

江
恵

子

伊
達

地
方

生
活

改
善
グ

ル

ー
プ
辿

絡

協
澁
会

長

と
中
村

紘
人
伊

瞳

地
域

農

業
改

良
普

及
セ

ン
タ

ー
所

艮

か
あ

い

さ
つ

、
続

い
て

冨
永
武

大
国

見
町

長

か
呪

辞
を

述

べ
ま
し

た
。

”
人
・婦

と
と

む
に
築

く

農
業

経

営

を

め
ぎ
そ
う

″
を

テ

ー
マ

に
行
わ

れ

た

バ
ネ
ル

デ
ｒ

久
カ

ノ
ン
ａ

ン
で

は
、

県
婦
＆

農
業
匕

の
照

沢
節
‘ｒ

さ
え
（
霊

山
町

）
が

、
コ

ー
デ

’
ネ

ー
タ
ー

今

拷

め
、
農
巣

経
営

に
お

け
る

記
帳

や

家
族

の
協
力

体
制

に
つ

い
て

、
盛
ん

に
諭

議

が
交

さ
れ

、
国

見
町

の
高

鳴

幸
子

さ
ん

（
洋
品

店
経

営
）

も
、

伊

達
竹
内

の

農
業
に

従
乍

す
る

四
人

の

パ
ネ

ラ

ー
に
交
じ

り
、

堂

々
と
意

八`

を
述

べ
ま

し
た

。

昼

食
後

に
は
、

県
婦

人
§
ｉ

士

の

佐

々
木
テ

ｔ
孑
さ

人

が
、

。
女
性

が

農
業

経
営

に
参
画

す

る
た

め
に

”
を

テ

ー
マ

に
溝
演
し

ま
し

た

。

参

加
抒

は
。
明

日

の
農
業

経
営

に

少
し

で
も

役
を
て

よ
う

と
輿

剣

に
聞

き
入

っ
て

い
ま
し

た
。

ｔ い での バネルテ ザスカ ッション光暈

『
子
ど
も
養
育
講
座
』

に

六
十
名

が
参
加

『
子
ど
も
養
育
講
座
』
か
、
一
月

卜
一
．
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
大

研
修
令
で
開
催
さ
れ
．
町
内
か
ら
約

六
十
名
か
参
加
し
ま
し
た
．

講
座
で
は
、
斎
藤
柚
之
福
鳥
中
央

児
童
相
談
所
艮
．
冨
永
武
夫
町
長
の

あ
い
さ
っ
の
後
、
県
立
盲
学
校
長
鴫

原
弥
先
生
か
講
演
を
行
い
ま
し
た
．

鴫
原
先
生
は
、
県
の
教
育
セ
ン
タ

ー
の
相
談
部
に
勤
務
後
、
養
護
教
育

セ
ン
タ
ー
の
所
長
を
歴
任
さ
れ
、
障

害
児
教
育
を
は
じ
め
、
様
々
な
児
敬

問
題
に
艮
い
経
験
を
お
持
ち
の
方
で

す
。鴫

原
先
生
は
。
乍
皎
で
の
い
し
め

や
児
童
の
自
殺
な
ど
の
現
在
話
題
と

な
っ
て
い
る
悶
晒
か
ら
幼
児
期
の
家

庭
教
介
や
育
児
環
境
ま
で
を
収
り
あ

げ
、
豊
富
な
経
験
を
交
え
て
講
演
し

ま
し

た
。

講
演
後
も
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

熱
心
な
質
問
か
寄
せ
ら
れ
、
先
生
は

気
さ
く
に
答
え
て
い
ま
し

た
．

鶫心;こ講余 を行う鴫呼先生

白
動
車
の
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
が
5
.
4
％

～

防

犯
診

断

実

施

結

果

～

自

動

眼

の

キ

ー

を

つ

け

た

ま

ま

の

駐

車

か

れ

％

、

ド

ア

イ

ク

忘

れ

の

駐

車

が

Ｍ

‰

…

…
…

。
エ

ー

、

こ

ん

な

に

も

‘

と

驚

く

方

が

多

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

こ

の

数

字

は

、

昨

年

卜

二

月

卜

六

日

に

桑

折

地

区

防

犯

協

会

連

合

会

と

桑

折

地

区

防

犯

指

導

隊

に

よ

『
り

尖

咆

さ

れ

た

、

桑

折

ｌ

管

内

の

自

動

車

の

一

斉

防

犯

診

断

（

国

見

町

分

）

の

結

蒙

で

す

。

愛

車

の

戸

締

ま

り

は

、

自

動

車

の

盗

難

や

小

上

荒

ら

し

を

防

ｉ

す

る

ば

か

り

で

な

く

、

重

人

犯

罪

を

防

ぐ

う

え

で

も

大

切

で

す

。

キ

ー

を

つ

け

た

ま

ま

や

、

ド

ア

ロ

。

ク

を

し

な

い

で

駐

車

し

て

い

な

い

か

確

認

す

る

習

慣

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

自 動 亶 の 一 斉防 犯 診 断 実 施結 果

自　　　　 動　　　　 巾 オ ー ト バ イ

実施数
指　　　　 導　　　 数

実施数
指　 瘴　数

キーをつけたままドアロ，ク忘れ キーをっ;jたまま

岡

兄

町

藤 Ⅲ 544 (  0.9 % )　5 ( 5.5 % )　30 21 囗）.0％I）　0

小 坂 120 (  9.2 % )　11 ｛16.7％）20 ‘17 り1 .8 % )　2

森江野 553 (  9.2 % )　51 08.4 % ) 102 － －

人 岐 280 い 0.0 % )　28 57 12 (  33.3 % )　4

人木戸 457 (  2.4 % )　11 06.4％）75 62 卩.5％）　4

jt I. 954（5.4％）106
い 4 ､ 5 % ) 2 材 1

112 (  8.9 % )　10

今
年
の
四
月
か
ら
学
校
が

第
二
土
曜
日
に
加
え

第
四
土
曜
日
も

休
業
日
と
な
り
ま
す



I
N
F
O
R
M
A
T
I

O
N

●

お

知

ら

せ

●

仕
民
票
の
続
柄
の

表
記
が
変
わ
り
ま
す

平
成
七
年
三
刀
一
日
か
ら
住
民
票

の
「
世
帯
主
と
の
続
柄
」
欄
の
表
記

が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
権
問
題
を
配
慮
し
て

自
治
省
か
昨
年
十
二
月
十
五
日
付
で

『
住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
』

を
一
郎
改
正
し
、
続
柄
の
表
記
か
変

更
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

住
民
票
に
は
『
世
帯
主
と
の
続
柄
』

を
記
載
す
る
欄
が
あ
り
、
現
行
蜆
定

で
は
嫡
出
子
（
正
式
に
婚
姻
届
を
出

し
た
夫
婦
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
）

を
「
畏
男
」

’艮
女
』
な
ど
と
書
く

の
に
対
し
、
非
嫡
出
子
（
事
実
婚
夫

婦
間
の
子
ど
も
）
は

’
子
」
、
養
子

は
「
養
子
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
な

り
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
入
学
や

就
職
な
ど
で
住
民
粟
の
提
示
を
求
め

ら
れ
た
際
に
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵

書
が
起
き
る
場
合
か
あ
り
是
正
を
求

め
る
声
が
上
か
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
表
記
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ

て
「
子
」
に
統
一
し
、
住
民
票
の
表

記
か
ら
は
、
嫡
出
子
、
非
嫡
出
子
、

養
子
等
の
区
別
か
わ
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
の
が
ね
ら
い
で
、
併
せ
て
長

幼
の
区
別
（
長
男
、
二
男
な
ど
）
も

や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

表
記
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

区　　 分 現　　　 行 改 正 後

嫡　 出　 子 長　男、畏　女…･ 予

拝　別 養　 二F 長 男、長　 女･… 子

賛　　　　 子 餐　　　　　 子 子

非嫡出子(認知) 子 子

同 （未認知） 妻｛未 屈）の 子 妻(未届)の子

妛 の 連 れ 了- 妻の長男、長女･… 要　 の　 子

大 の 連 れ 孑 夫の長男、長女、 夫　 の　 子

事 実 上の 費ｆ 縁　　 故　　 者 縁　 故　 者

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
は
四
月
か
ら

例
年
三
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い

た
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、

地
方
税
法
の
一
部
改
正
か
予
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
平
成
七
年
度
に
つ
い

て
は
、
四
月
三
日
か
ら
四
月

气
十
四

日
に
い
た
し
ま
す
。

－

問
い
合
わ
せ

●
役
場
税
務
課
固
定
資
産
係

雲
剪
2
1
1
1
　

内
線
１
５
３

「
ふ
く
し
ま
国
体
」

成
功
の
た
め
に

過
激
派
の
テ
ロ
．
ゲ
リ

ラ
防
止

過
激
派
は
、
神
社
や
個
人
宅
に
時

限
式
発
火
装
置
を
仕
掛
け
放
火
し
た

り
、
重
要
な
施
股
に
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を

発
射
す
る
な
ど
の
凶
悪
な
テ
ロ
、
ゲ

リ
ラ
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
．

こ
れ
ら
の
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
は
、
過

湫
派
の
秘
密
郎
隊
員
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
か
．
彼
ら
は
、
日
頃
善

良
な
市
民
を
装
い
ア

パ
ー
ト
等
で
爆

弾
作
り
や
、
次
の
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
の

タ
ー
ゲ
″
卜
の
調
査
な
ど
を
行

’
て

い
ま
す
．

過
激
派
か
な
？
と
ピ
ン
と
き
た
ら

最
寄
り
の
警
察
署
・
駐
在
所
へ

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

桑
折
警
察
粁
　

雲
劼
２
－

５
１

戸 籍 の 窓 口　　 （1 月受付分）

出生おめ でとうございます

子の名　保護17　　町内会

朝　笑(と も み)佐藤　 修 上　 野

瑞 起(み ず き〉若生　 守 滝　 山

佳 菜(か　 な〉後藤 重幸 錦　 町

彩 佳(あ や か)小坂 和也 太田 川

秀　人(しゅうと)大貫 芳男 宮 町 北

翼( つば さ)菅井　 潤 泉 田 下

睦( む つ み)斎藤 正‐ 貝　 田

奈津美(な つ み)舟山 勝則 富 町 南

結婚お めでとうご ざい ます

氏　　 名　　　町内会

1八 巻 隆 男　 徳江 北

済 水 郁 子　 徳 江 北

{阿 川 正 明　 宮　 東

山 本 晃 美　 山鴪宇斟i

{遠 藤 和 夫　 宮　 前

鈴 木 恵　-f　伊 達 町

お く や み申 しあ げ ま す

氏　　 名　 年齢　 町内会

佐 藤 あやを　93　 川　 内

鈴 木 誠之助　83　 大 木 戸

鈴 木　タケヨ　87　 築　 舘

古 川 篤 亮　80　 宮 町 南

中 野 昇　三　64　 鵯　 町

佐 藤 喜 一　89　 泉 田 上

徳 江　き　く　74　 源宗山西

小 林 敏　讓　 匐　 原　 町

渡 邊 與 作　77　 耕　 谷

小 鳥　　 功　77　 源宗山東

高 野 喜 平　66　 鳥　 取



受
講
者
募
集

朗
読
奉
仕
者
養
成
教
室

福
島
県
点
字
図
書
郎
で
は
、
目
の

不
自
由
な
方
の
た
め
に
録
音
図
書
を

制
作
し
て
い
ま
す
。
制
作
の
た
め
に

は
、
多
く
の
奉
仕
者
の
協
力
か
必
要

で
す
の
で
、
こ
の
奉
仕
者
を
養
成
す

る
た
め
次
に
よ
り
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◇
募
集
人
員

十
二
名

◇
募
集
期
間

三
月

｝
日
團
～
三
月
十
五
日
困

（
当
日
消
印
有
効
）

◇
応
募
資
格

巾
学
生
・
生
徒
以
外
の
方

叨
基
礎
指
導
　
五
月
～
む
月

実
技
指
導

九
月
～
翌
年
二
月

毎
週
火
曜
日
（
午
後
一
時
三
十

分
上

。一
時
咒
十
分
ま
で
の
間
）

当
館
で
受
講
で
き
る
方

◇
応
募
者
の
選
考
方
法

録
音
に
よ
る
音
声
テ
ス
ト
、
漢
字

の
読
み
書
き
テ
ス
ト
お
よ
び
而
接

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

◇
受
講
者
の
条
件

養
成
教
室
を
終
了
し
た
方
は
、
朗

読
奉
仕
者
と
し
て
当
館
に
登
録
し
。

録
音
図
書
制
作
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
応
募
方
法

（

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

叫
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

－

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
知
福
島
市
森

口`
町
６
１
７

福
島
県
点
字
図
酋
館

霏
醇
6
0
2
2

地震だ！

そのときの心得10か条

１ グ ラ ッ ！ と き た ら

火 の 始 末

｢ 火を消せ｡勹 とみんなで声をか

け合い、ガスコンロや ストーブ など

の火を消す。

２ 窓 や 戸 を 開 け て

出 口 の 確 保 を

とくに鉄筋 コンクリートの建物内

にいるときは、閉めたままだと建物

がゆ がみ、出 入口 が開かなくなるこ

と がある。

３ テ ー ブ ル の 下 な ど に

身 を ふ せ る

倒 れやすい 戸嘲 や夲棚からすぐ離

れ、丈夫なテーブ ルや机のＦに身 を

かくす。ト イレ・風呂場・押人れも

比較的 安全

４ あ わ て て 外 に

飛 び 出 す な

どんな大地礎 でも人揺れは１分程

度。あわてて外 に飛び出 すと、瓦 や

ガラス・看版などの落下で、かえ９

で危険。

５ 火 が 出 た ら

初 期 消 火 を

｢ 火事だ｡勹 と大声で叫 び、隣 り

近所にも協 力を求める。 炎や煙 にま

ど わされず、で きるだ;f 近寄って火

を消す。

６
み ん な が 助 け 合 っ

て 応 急 救 護 を

お年寄りや からだの不自由な人｡

ヶが人などに声をか:今。み んなが助

11合 う。応急 手当などもみんなが協

力して。

７ 正 し い 地 震 情 報 に

耳 を か せ

う11 さやデマに振 り回 されない。

トランジスタラジフtやカーラジオで

JEしい情 報を。

８ 避 難 は冷 静 に 、

秩 序 正 し く 。

決めら れた避難川所 に、決められ

た経踊を、できるだ11 集|=月で歩いて

避難 を。持 ち物は最少限に｡

９ 狭 い 路 地 や 糲 ぎ わ 、

が け り|| べ り な ど に

近 づ か な い

ブロ ーフク剔・門 柱・自動販売機な

どは倒 れやすいので要注意。

10
山 崩 れ ・ が け 崩 れ ・

津 波 に 注 意

ラジオやテレビで正しい情報を入

干する。津波警報が発 令されたら、

急いで商い場所に逃げ る。

春の全国火災予防運動
3月１日～3 月７日

安 心 の

暮らし の中 心

火 の用心

人 口 と 世 帯

２月１日現在(前月比) １月中の動き

人
　
口

男5  , 759人(  - 4 ) 転入27 人

女6.167 人(  十 5 ) 転出23 人

一計11､926人（＋1 ） 出生 ８人

世帯数3  , 099戸(  + 1 ) 死亡 Ｕ人

心配ごと相談日
場所： 役劣 ２鴫 相談室 （東側人口からお入･Jください）

時 間 ：９畤～12 時

こまｰ)たことや、相談ごとかありましたら、お気僅に

ご柵談ください。
相談 員

２月2411（金）村　上　金　正・安　藤　ト　ヨ
３月| 3 日 ( 金 ) 沢　　 正・佐 藤　八jR1

3 刀 日 ( 水）松　浦 岬　夫・谷　津 智 忠

こ

よ

み

２月 如月（きさらぎ）

】6日（木）所得腕確定申告

19日（卜〉雨 水

万国郵便連合加盟記念日

ふぐしま岡体冬期大会スキー贊枝会

３月 弥生（やよい〉

３口（金）耳の卩・ひな祭り

6 日 ( 月 ) 啓 鮗

７日（火）消防記念日

８日（水）国際婦人デー
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公
民
館
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よ
リ

国

見
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公

民

館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
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き
　

卿
2
6
7
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F
A

χ

卿
2
7
0
7

卒

寿

や

米

寿

な

ど

を

た

た

え

る

～
阿
津
賀
志
学
級
寿
祝
い
新
年
会
～

阿

津
賀
志

学
級
の

寿
祝

い
新

午
会

は

．
月

ニ

ト
ロ
、
観

月
台

文
化

セ
ン

タ

ー
ホ

ー
ル
で
開

か
れ
、

卒
寿

、
米

寿
、
喜

寿

、
占
希

の
四

十
六
人

を
睨

い
ま

し

た「
．

学
級

生
約

ご
．百

人
か

出
席
．

吋
Ｌ

新
占

学
級
委
口

長

と
鈴

木
捷
治

公
民

館
長

が
あ

い
さ
っ

し
、

来
貨

の
冨
永

武

夫

町
長

、
仲

野
周

・］
町
議
会

議
長

．

斎
藤

久
町

教
育
長

か
祝
辞

を

述
べ
ま

し
た
．

続
い
て

、
付
上

委

員
鍵

か
数

え

で

九
卜
巌
を

迎
え

る
卒
寿

の

．ニ
ノ

輪

フ

ヨ
さ
ん

ら
に
賀

詞
と

記
念
品

を

手
渡
し

、
妊
寿

を
睨

福
．

該
当

青
を

代

表
し

て
古
希

の
安
藤

政

治
さ

ん
が

一
輝
く

余
生
を

日
指

し
ま

す
’

と
謝

辞

を
述

べ
ま
し

か
Ｉ

ホ

ー
ル
で
は
該

当

荐
全
八

で
記

念

搨

影
し

た
あ

と
、
ア

ト
ラ

ク

ー／
．．
ン

と
し
て

行
わ

れ
た
藤

踊
会

の
皆

さ
ん

に
よ
る

舞
踊
を

観
賞

し
楽

し

い
ひ
と

と
き
を

過

ご
し

た
ほ

か
、

別
賞
で

恨

食

を
食

べ
な
か

ら
、

一
年

の
牋
琳

を

誓

い
合

い
ま
し

た
．

今
年

度
の
寿

睨

い
該
当
者

は
次

の

と
お

り
で
す
．
　
　

（
敬
称
略

）

・

卒
寿

佐
藤

カ
ツ

、
三

ノ
輪
フ

ヨ
ー

・

米
寿
　

奥

山
シ

マ
、
斎
藤

勘

卜
郎

佐
藤
　

£

、
渡

辺
　

ナ
ッ

辿
藤

爪
俊

・

喜
寿
　

亅

石
名

●
古

希
　

二

卜
四
名

Ａｎ 上要  長 から貿詞などを受ける三ノ輪 さん

親
子
で
料
理
を
楽
し
む

一

月

］
．
十

．
一
‥
‥‥
．

二

川

五

川

、

十

九

卩

の

三

回

に

わ

た

り

、

観

川

台

文

化

セ

ン

タ

ー

で

町

民

教

室

『

親

子

で

ク

．

キ

ン

グ

』

が

閥

か

れ

ま

し

た

．

小

学

生

と

貎

が

一

緒

に

鋼

理

す

る

教

室

で

じ

紕

卜

じ

名

が

参

加

し

ま

し

た

。
ｒ

軽

に

で

き

る

糾

理

が

テ

ー

マ

で

、

福

心

小

鎌

Ⅲ

小

の

管

理

栄

鳬

士

杉

崎

‐．‐

江

先

生

を

講

師

に

、

第

一

回

日

の

メ

ニ

「
．・

１

は

チ

キ

ン

ピ

ラ

フ

と

か

き

た

ま

汁

、

第

一

．
川

卜

は

ギ

″
－

ザ

と

ビ

ー

チ

．

ツ

チ

ａ

コ

、

節

二

回

卜

は

オ

ム

ラ

イ

ス

と

プ

り

ン

作

り

に

桃

職

し

ま

し

た

．

一

川

目

は

娘

叨

と

い

う

こ

と

で

、

わ

り

と

ｆ

軽

に

で

き

ま

し

た

か

、

バ

同

日

、

．
．
．
川

川

と

次

第

に

ｆ

も

込

ん

で

き

て

、

子

欧

た

ち

は

お

母

さ

ん

の

Ｆ

助

け

合

受

け

、

時

川

い

Ｉ

ば

い

か

ん

ぱ

り

．

苫

心

作

が

出

来

に

が

り

ま

し
た
。
全
員
で
会
食
し
、
子
供
た
ち

は
潤
而
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

べ
教
室
は
ニ
ト
六
日
に
最
柊
日
を
む

か
え
、
ポ
テ
ト
グ
ラ
タ
ン
。
フ
ル
：

ツ
サ
ラ
ダ
作
り
に
挑
戦
す
る
予
定
で

す
。

●親子でチキンピラフ作り を楽 しむ

自
作
の
そ
り
で

楽
し
く
交
流

少
年
仲
川
づ
く
り
教
室
は

．
月
十

六
日
、
小
坂
峠
で
鬨
か
れ
、
自
作
の

そ
り
を
持
ら
寄
－
て
そ
り
滑
り
を
楽

し
み
ま
し
た

ト

ー
月
と
卜
二
月
の
二
回
の
活
動

で
作
っ
た
手
作
り
の
そ
り
を
持
参
し
、

ニ
ト
ニ
名
の
教
室
生
か
参
加
し
ま
し

た
．
福
祉
バ
ス
で
現
地
に
向
か
い
、

到
将
し
て
す
ぐ
に
滑
る
場
所
を
作
る

作
業
に
か
か
り
ま
し
た
．．

カ
ラ
フ
ル
な
’ヘ

キ
ー
ウ
エ
ア
を
着

込
ん
だ
教
室
生
は
、
．胄
の
斜
而
を
路

み
圃
め
て
約
百
卩
の
直
線
の
自
家
裂

ゲ
レ
ン
デ
を
整
備
し
、
さ

。
そ
く
そ

り
滑
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

山
中
に
は
奴
声
が
響
き
わ
た
り
、

雪
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
交
流
を
深

め
て

い
ま
し

た
。

▲ そり迎 びを楽 しむ子どもた ち

白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ
に
　
　
　
　

歓
声
響
く
！

公
民
館
七
催
の

’親
子
ス
キ
’
。教

室
一

は
一
月
ニ
ト
九
日
、
一
。本
松
塩

沢
又
キ
『

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ス
キ
ー
教
室
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
ス

キ
ー
』ウ
ェ
ア
を
身
に
っ
け
た
二
十
八

友
の
親
子
が
参
加
。
ス
キ
ー
は
初
め

て
と
い
う
人
も
お
り
ま
し
た
か
、
町

体
協

山
岳
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
ａ

か
ら
歩

き
方
や
転
び
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
、

汗
を
か
き
な
が
ら
熱
心
に
練
習
に
励

み
ま
し
た
。

足
食
の
あ
と
は
観
子
で
思
い
思
い

に
自
由
に
滑
り
、
観
と
子
が
心
の
ふ

れ
あ
い
を
探
め
、
冬
の
一
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
、

▲牋躪Lこ恵ま れた収子 スキー敕Ｘ



盤

上

に
熱
戦
を
展
開

公
民
館
主
催
、
町
囲
碁
同
好
会
と

町
将
棋
同
好
会
後
援
の
『
第
三
回
町

艮
杯
闘
碁
・
将
供
大
会
』
か
二
月
五

日
。
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

技
術
の
向
上
と
親
善
を
目
的
に
開

か
れ
、
小
学
生
を
含
め
、
囲
碁
の
都

に
十
八
人
。
将
棋
の
部
に
二
十
七
人

か
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
長
の
冨
水

町
長
の
あ
い
き
つ
、
各
審
判
長
か
ら

対
局
上
の
注
意
な
ど
が
あ
り
、
実
力

別
に
Ａ
、
Ｂ
級
の
ニ
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
一
人
五
局
ず
つ
対
戦
を
行
い
ま

し
た
。

盤
を
は
さ
ん
で
向
き
合
っ
た
参
加

者
の
皆
さ
ん
は

”
町
内

７

を
決
め

る
に
ふ
さ
わ
し

い
好
勝
負
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

成
績

は
次

の
と

お
り
で

す

。

（
敬
称

略
）

◇

囲
碁

の
部

▽
Ａ

級

優

勝
　

村

上

健
一

準

優
勝
　

奥

山
　

継
一

第

一
位
　

木

谷

徳

博

第

二
位
　

抻

津

武

志

第
こ
。位
　

大
内
　

正

災

▽
Ｂ
級

優

勝
　

八
鳥

孝

雄

準
優

勝
　

寺
鳥

勇

夫

第

一
位
　

斎
藤
　

武

男

第
二

位
　

佐
藤

豊

治

第
三

位
　

平
井
　

賢

治

◇
将

棋
の

部

▽
Ａ
級

優

勝
　

玉

手

芳
正

準
優
勝
　

吉

Ⅲ

倉
治

第
一
位
　

小

野

忠
吾

第
二
位
　

擂

沢
太

一
郎

第

三
位
　

羽

根
普

兵
衛

▽
Ｂ

級

優

勝
　

村

木

貴
紀

準

優
勝
　

三

田

新

五

第

一
位
　

八
巻

邦
・司

第

二
位
　

奥

村
源

円
郎

第

三
位
　

五

十
嵐

栄
雄

▲盤上に熱倣 を繰り広 げた町長杯囲碁・爵槇大会

子
育

て
コ

ー
ナ

ー

家
庭
教
育
講
座

盛
況

一
川
卜
八
川
（
水
）
藤
田
小
学
校

に
お
い
て
、
福
島
人
乍
敦
育
学
部
教

授
の
武
藤
八
重
１
先
生
の

「
食
卓
か

育
て
る
子
ど
も
の
殖
達
」
と
題
し
て
の

講
演
か
あ
り
、

匸
一
〇
名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
の
方
が
お
聞
き
し
ま
し
た
。

十
九
日
（
木
）
に
は
大
枝
小
今
校

で
、
福
大
講
師
の
佐
藤
岬
行
先
生
の

『
い
じ
め
に
つ
い
て
』
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
お
話
か
あ
り
、
七
〇
名
の
か

た
か
熱
心
に
、
楽
し
く
聞
き
入
り
ま

し
た
。

二
十
二
日
（
日
）
は
人
木
戸
小
学

校
と
森
江
野
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た

大
木
戸
小
半
校
で
は
、
国
見
町
教

育
委
員
長

佐
藤
利
雄
先
生
の
『
今

の
Ｆ
ど
も
た
ち
と
家
庭
教
育
の
あ
り

方
‘
に
つ
い
て
（
出
席
者
六
〇
名
）
。

森
江
野
小
学
校
で
は
藤
田
病
院
小
児

科
医
師

巾
川
陽
子
先
生
の

『
子
ど

も
の
健
康
』
に
つ
い
て
（
出
席
者
八

〇
名
）
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
か
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
な
か
で
、
い
ま
大
き
な
間
題

に
な
っ
て
い
る
『
い
じ
め
』
に
つ
い

て
、
大
枝
小
学
校
の
講
演
で
福
大
講

師
の
佐
藤
先
生
か
中
学
校
教
師
と
し

て
実
践
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
、
熱
っ
ぽ
く
、
し

か
も
感
銘
深
く
話
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
そ
の
一
郎
を
述
べ
て
み
ま
す
。

☆
「
い
じ
め
」
の
原
因
に
つ
い
て

人
き
く
は
大
人
社
会
の
状
況
の
反

映
で
あ
る
こ
と
。
親
会
社
か
下
請
け

を
い
じ
め
る
、
そ
こ
で
働
く
お
父
さ

ん
は
、
会
杜
で
の
い
ら
い
ら
が
家
庭

で
の
暴
力
に
な
る
。
教
師
は
い
そ
が

し
過
ぎ
る
校
務
や
、
生
徒
指
導
の
た

め
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
が
な
く
。

い
き
お
い
体
罰
や
侍
理
的
指
導
に
埋

没
す
る
こ
と
か
あ
る
。

そ
し
て
、
い
し
め
っ
子
は
愛
情
に

飢
え
て
宵
て
ら
れ
た
こ
と
、
い
じ
め

ら
れ
っ
子
は
過
保
護
に
育
て
ら
れ
、

友
達
と
の
交
わ
り
が
少
な
く
、
自
分

で
解
決
す
る
力
、
自
己
主
張
か
足
り

な
い
こ
と
な
ど
か
あ
げ
ら
れ
る
。

☆
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は

い
じ
め
ら
れ
て

い
る
子
を
励
ま
し
。

勇
気
づ
け
。
自
己
主
張
で
き
る
『
力
』

を
育
て
る
こ
と
。

い
し
め
て

い
る
子
に
語
り
か
け
、

自
分
の
抱
え
て

い
る
不
幸
に
負
け
な

い
『
力
』
を
育
て
て
や
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
育
て
て
行
く
た

め
に
は

①
家
庭
で
は
暴
力
の
な
い
、
平
和
で

明
る
い
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
家
庭
を

夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
、
本
気
に
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
。
子
ど
も
は
敏
感

で
す
。
本
気
か
芝
居
か
は
す
ぐ
見
破

り
ま
す
。
夫
婦
の
ち
よ
り
と
し
た
い

さ
か
い
か
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な

影
を
お
と
し
。
立
ち
上
が
る
勇
気
を

挫
い
て
い
る
か
。
観
は
良
く
理
解
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
’

し
か
し
、

力
の
弱
い
一
人
の
親
だ
け
で
解
決
で

き
る
ほ
ど
問
題
は
簡
叭
で
は
な
い
’

隣
ど
う
し
、
地
城
内
で
親
ど
う
し
が

手
を
取
り
合
い
。
情
報
を
交
換
し
知

恵
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
む
体
制
も

大
切
で
あ
る
。
相
手
だ
っ
て
徒
党
を

組
み
。
知
忠
を
し
ぼ
っ
て

い
る
の
だ

か
ら
。

②
学
校
で
は
、
教
師
の
体
罰
を
な
く

す
た
め
に
、
全
職
員
が
真
剣
に
取
り
組

ん
で
、
き
っ
ぱ
り
と
体
罰
を
無
く
す

こ
と
。

こ
れ
を
実
践
し
て
き
た
佐
藤
先
生

の
体
験
談
は
み
ん
な
に
大
き
な
感
銘

を
与
え
ま
し

た
。

二

つ
二
っ
な
ぐ

っ
て
も
い
い
か
ら
］
と

い
う
父
親
、

そ
れ
を
心
の
ど
こ
か
で
肯
定
す
る
教

師
、
そ
の
よ
う
な
土
壌
こ
そ
改
良
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
一
人
一
人
が
自
覚
し
、
意

識
を
変
え
て
行
く
し
か
な
い
。
そ
の

積
み
麗
ね
か
大
企
楽
か
中
小
企
業
を

い
じ
め
て
ゅ
く
風
潮
も
変
え
て
行
く

大
き
な
力
と
も
。
世
諭
と
も
な
る
。

③
子
ど
も
た
ち
も
自
分
た
ち
で
暴
力

や

い
じ
め
を
無
く
す
こ
と
を
決
議
し
、

実
行
し
て
行
く
生
徒
会
や
児
童
会
を

作
り
上
げ
て
行
く
。
体
罰
を
な
く
し
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
。
学
校
を
楽
し

い

場
に
す
る
よ
う
に
教
師
は
見
守
り
、

誘
導
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
に

感
動
を
与
え
る
よ
う
な
学
校
行
事
を

工
夫
し
、
勇
気
を
持
っ
て
自
己
主
張

か
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
て
行
く
こ

と
で
あ
る
と
熟
っ
ぽ
く
語
ら
れ
ま
し

た
。



TOPICS

わだい

な
わ
と
び
で

体
力
づ
く
り

大
木
戸
小
学
校
で
一
川
二
十
八
川
、

児
童
全
員
が
参
加
し
て

’
な
わ
と
び

大
会
一

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
な
わ
と
び
大
会
」
は
、
ど
こ
で

し
手
軽
に
で
き
る
な
わ
と
び
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
児
童
の
体
力

づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
、
毎
年
こ

の
時

期
に

行
わ

れ
て

い
ま
す

。

体

育
の
時

間
や

昼
休

み
を
利

用
し

て
、

な
わ

と
び

の
練
習

を
行

っ
て
き

た
児

童

た
ち
は

、
一

回
旋

一
跳
躍
な

ど

の
種
目

で
、

自
己

の
記
録

に
の

ぞ

み
ま

し

た
。

大

会
終
ｒ

後
に
は

、
（
・ｔ
員
に
記

録

証

か
、
そ

し
て

。
陬

目

ご
と
の
三

位

ま
で

の
入

賞
者

に
は

表
彰

状
が

贈
ら

れ

ま
し

た
『「

記録の更新を目指す児童たち

「

鬼

は

外

、

福

は

内

」

～
森
江
野
幼
稚
園
～

二
月
气
日
は
節
分
。。
町
内
の
保
育

所
や
幼
稚
園
に
は
、
元
気
に
豆
を
ま

く
園
児
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。森

江
野
幼
稚
園
で
は
、
渡
部
正
俊

圃
長
が

”
節
分
の
い
わ
れ
”
を
園
児

た
ち
に
お
臨
し
し
た
後
、
三
十
一
名

の
園
児
は
。
手
づ
く
り
の
鬼
の
面
を

か
ぷ
り
、
遊
戯
室
や
テ
ラ
ス
で
元
気

よ
く

『
鬼
は
外
、
福
は
内
』
と
豆
を

ま
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
園
児
の
元
気
よ
さ
に
鬼

に
ふ
ん
し
た
先
生

が
逃
げ
ま
ど
う
一

幕
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

き
て
、
園
児
た
ち
は
、
自
分
の
中

の
泣
き
虫
鬼
や
意
地
悪
鬼
も
追
い
出

せ
た
の
か
ナ
。。

元気に豆をまく圜 児たち

各
地
区
で

ス
ポ
ー
ツ
行
事
多
彩

二
り
五
日
。
小
坂
、
森
汢
野
、
大

枝
地
Ｋ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
綱
引

き
大
会
、
ド

ズ
ン
ボ
’
ゆ
大
会
、
男

女
混
合
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
人
会
が
開
催

さ
れ
。
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
冬
期
間

の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
と
と
も
に

観
睦
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
は
。
地

匯

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
や
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
主
催
と
な
り
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
地
区
の
隰
例
の
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

小
坂
小
学
校
体
育
郎
に
お
い
て
行

わ
れ
た
綱
引
き
大
会
に
は
、
百
二
十

名
が
参
加
、
町
内
会
ご
と
に
チ

ー
ム

を
つ
く
り
、
男
女
と
も
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
優
勝
を
竸

い
ま
し
た
。

冬の運動不足を解消 （小阪地区;

文

化

財

を

パ

ト

ロ

ー

ル

～
文
化
財
保
護
審
議
会
～

文
化
町
保
護
審
議
会
（
荊
池
利
雄

会
長
）
で
は
、
一
月
二
十
六
日
、
文

化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、
｛
賁
重

な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
一

と

町
教
育
委
員
会
と
と
も
に
、
町
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
光
明
寺

の
三
常
院
木
造
阿
弥
陀
三
尊
立
像
な

ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
文
化
財
周
辺

の
防
火
体
制
を
点
検
、
さ
ら
に
文
化

財
の
保
存
状
況
な
ど
を
調
べ
て
ま
わ

り
ま
し
た
、

光
人
か
築
き
守
っ
て
き
た
責
重
な

文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
か
で

き
る
よ
う
、
一
人
一
人
が
文
化
財
に

観
し
み
、
大
切
に
保
存
Ｌ

た
い
も
の

で
す
、

文化財のパトロールを行う皆さん

編集日記 阪神大震災は、阪神地IIKのみならず、日本全土を掃るがした、

地震の規模、被災者の戡、被害額、どれをとっても私たちの

想像をはるかに超えるもの｡

一LIも早い復旧を顫わずにはいられません。　　　 （Ｓ）
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